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平成11年9月24日 未明に熊本 県北部 に上陸 した台風18号 は、県下 に大 きな被害 をもた らしま し

た。八代地域の農業関係被 害は116億 円、県下 では600億 円 を越 え ま した。

八代地域 では、強風 に よるガラス温室 ・ビニールハ ウスの倒壊 、稲 の倒伏 、ナ シ ・ 「晩 白柚 」

の落果等 の被 害 を受 けま した。 特に鏡 町 と竜北町の沿岸部 では、802haの 広 大 な圃場 に海水 が流

入 し、稲 、キ ャベ ツ等の枯死 、イチゴの生育障害等の塩 害が生 じま した。

塩害 や施設の倒壊 を中心 とするこのよ うな被害 は、農 業者の方 々に極 めて大 きなダ メー ジを与

え、復 旧 ・生産意欲 を大 きく損 な うもの で した。

史上 まれにみるこの被害の中、国や県関係各部署 と連携 を図 りなが ら、農 業者 の方 はもちろん、

市町村 やJA等 関係機 関 と一丸 となって完全復旧 を目指 して きま した。特に塩 害については、過

去 に例の ない多大 な被害 のため対策 も試行錯誤の連続 で、長 い復 旧期間 を要 しま した。平成11年

9月 に受 けた台風18号 による被害 は、平成12年11月 に完全復旧 を迎 えるこ とが できま した。

このよ うな被害 を受 けたことは悲 しむべ きこ とです が、復旧 を目指 して講 じた対策 と経験 は、

極 めて貴重 なもの で した。

この度 、1年2ケ 月にお よび普及 セ ンターが中心 とな って展 開 した災害復 旧の技術 的対策 を

「台風18号 技術対策資料 集」 と して とりま とめま したので、今後の参考 に して頂 ければ幸 いです。

最後 に、台風18号 に よる被害復 旧に向 けて貴重 なご指 導 を頂 き、多大 なる ご協 力 を頂 いた関係

各位 に心 よ り感謝申 し上 げます。

平成13年3月

熊本県八代地域振興局

農林水難 脹 堀 内 信 天

2



1、 台 風18号 概 要

② 台尻1磯 要
平成11年9月23日 夜 か ら24日 未明 にかけて台風18号 が熊 本県 に接 近 ・上 陸 し、八代 ・宇城地方 を

中心 に県下各地 で家屋や農作物 に被害が発生 した。

一
1)進 路

台風ユ8号は9月19Hに 宮.占島の南の海上で発生 し、次第に勢力 を強めなが ら北上、22日 には沖縄 本島、

奄美大島 を暴風域 に巻 き込み なが ら、東 シナ海に進 んだ。23日12時 には熊本県全域が暴風域 に入 り、鹿

児 島県枕崎沖 を経由 して24日5時 に天草下島 を通過、6時 に熊本県北部 に上.陸した。
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9月25日12時

温帯低気 圧に変わ る

北緯45度05分

東経143度30分

曜

}999年 台風第18号 経路図

経路.1=の白丸は09時 、黒 丸は21時 の位置 を示す。経路 の実線は台風期 間を示L破 線 は温帯低 気圧 また は最大風 速17m../未 満 の

熱帯低 気圧 の期 間を示す.白 丸の傍 らの数 字は09時 の中心気圧 を示す、
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1999年 台 風 第18号 に伴 う警 報 発 表 時 間 と最 大 瞬 間 風 速 、 最 低 気 圧
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2)勢 力(風 と雨)

熊 本県上陸時 に近 い24日 ∠1.二前3時 には牛深市 で66.2mを 記録、 八代地域で も約60mの 風 が吹 いた と推

測 され る。

台風 接近 に伴 って降 り始 めた雨 は、101ミ リであった(24日 工2時まで)。 また 、最 も雨が 強かったのは

俵山で409ミ リであった(24日12時 まで)。

台風第18号 平成11年9月

熊本地方気象台 阿 蘇 山 測 候 所 人 吉 測 候 所 牛 深 測 候 所官署名

要 素 値 起日時分 値 起日時分 値 起li甲寺分 値 起口時分

最低気圧(海 面) 955.5 240528 8459 240551 973.3 240433 943.9 240359

最 大 風 速 SE24.9 240530 S32.9 240600 SE24.3 240440 WSW27.7 240450

最 大 瞬 間 風 速 SSE49.0 240532 SW54.0 240728 ESE49.9 240308 ENE66.2 240317

最大1時 間降水量 18.5 240704 43.0 240720 25.0 240539 26.0 231808

最 大 日 降 水 量 38.5 24 165.0 24 79.0 24 72.0 24

総 降 水 量 57.0 23～24 241.0 23～24 109.5 22～24 126.0 21-25

注)1阿 蘇山測 候所 の気圧は 「現地 気圧」

2単 位:気 圧=hPa、 風速=16方 位、風 速 ≡m/s、 降水量=mm
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1.台 風18号 概 要

3)被 害 概 要

(1)農 作物被害

① 稲の倒伏

ほとん どの稲が倒伏 し、特 に鏡町、竜北町

にお いて は、海水流 入に よる塩害 の被害が大

きく、枯死 に至った。

② トマ ト

強風 により トマ1・の茎折れや落花が発生 した。

③ イチゴ

竜北町において定植後のイチ ゴに海水が流

入し、その後の生育に障害が見られた。

懸

も〆》 　

壽

④ ナシ

収穫前のナシ晩生品種 「新高」が暴風により、

未収穫の果実のほとん どが落果した。樹体の落葉

も激 しく、「豊水」を中心に開花現象が見 られ翌

年の着花数が約4割 減少した(豊 水)。

5
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⑤ 晩白柚

露地、施設 ともに 一部落果が発生 した。 また、

残った果実 も瓜傷 による品質低下が多発 した。

⑥ 露地野菜

い草からの転換作物 として管内で大幅に作付け面積を拡大 して

きたが、定植直後のキャベツ等が海水流入により壊滅的な被害を

受けた。

⑦ い ぐさ

農舎 の屋根が破 損 し、貯 蔵中の原草が雨水 に

よる被害 を受けた。

また、海水流入 による八 月苗への塩害の被害

も一部見 られた。

(2)施 設被害

① ガラス温室

日進温室組合、本野温室組 合、平 山温室組合

等 において施設の倒壊 、 ガラスの破損被害が発

生 した。

1旨..堀

御
「 -



1.台 風18号 概 要

② ビニールハ ウス

すでに被覆 してあった施設 にお いて、倒壊 が発

生 した。 また、電柱 や家屋 の倒壊 に よ り破損 し

た施設 も多 く見 られ た。

③ 農舎

農機具庫、い草貯蔵庫等に屋根を中心に被害

が発生 し、農業機械やい草織機等にも被害が生

じた。

』1点

鴨1,

(3)塩 害

塩害の発生機構

塩害 は、塩水 の高浸透圧 のために、作物根の吸水が抑制 されるため に起 こる。 ひどい場合 は枯死

に至 る。 また、海水流入 田は、塩分中 のナ トリウムの影響 で物理1生が悪 くな り、土壌の還元が起 こ

りやす くな り、作物 の根腐 れを併発す る。

塩化 ナ トリウム(塩)

NaCl①Na' (ナ トリ ウ ム)+Cl(塩 素)

① 海水流入

台風上陸が満潮時 と重なった ことか ら、鏡町、

竜北町の沿岸部では高潮が発生 した。

多量 の海水が圃場 に流入 し、水稲、キ ャベ ツ、

イチ ゴなど多 くの作物が塩害 を受けた。被害が

大 きい場合は枯死 に至 った。
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写真 は、定植直後 のキャベ ツが塩害 によ り枯死 した様子。作

付作物 が枯死す るだけでな く、土壌 中に塩 分が蓄積 したため、

湛水 をは じめ とす る様々な除塩対策が検討 された。
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② 海水泥 土の堆積

海水流入の際、河川沿岸部の一部では、海水

泥土が堆積 した。泥土 は、極 めて高い塩 分含量

であ るため、湛水 に よる除塩対 策では早 期的な

効果が少な く、排土 による対 策等が検討 された。
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/.台 痙宣し18号 †概要

① 鏡町の被 害

主 な被害地区は、野崎 、芝 口、宝 出、北新地、被害面積

は、114ha(438圃 場)で あ った。塩害 を受 けた圃場 は、

水稲、い ぐさ、 トマ トな ど。

② 竜北町の被害

主な被害地区は、若洲(不 知火干拓)・ 沖塘 ・東網道 ・

西網道 ・鹿野であ り、堤 防付近 の一部で は、海水泥土が堆

積 した。被害 面積 は、688ha(948圃 場)。 収穫前 の水稲、

定植直後のキ ャベツ、 イチゴ等が枯死 し、枯死 を免れた イ

チ ゴでもその後 の生育 に障害が見 られた。

4)農 業関係被害

【鏡町】

海水流入面積114hδ

♂～_

耕地面積 の696

害被等設施係関業農

数件名類種

4係関種耕

係関産畜

係関糸蚕

7係関芸園

8他のそ

野牧然自

19計

共

同

利

用

施

設

71邸係関種耕

18係関産畜

係関糸蚕

53U係関芸園

他のそ

42η

野牧

計

然11

非

共

同

利

用

施

設

係関種耕

係関産畜

係関糸蚕

係関芸園

他のそ

野牧然自

計

地

方

公

共

団

体

施

設

61η計合

被 害 額(1'「万助

3

22

一
30

55

2.005

70

1,792

3,867

3,922

農作物被害

種 類 名 而 積(ha) 被害額(百万円)

水 陸 稲 4,883 2,502

麦 類

雑 穀 ・い も類 10 11

野 菜 631 2,160

果 樹 283 356

工芸作物 ※ 28 2,610

農

作

物

飼料用作物 3 1

花 き 11 46

桑

茶

そ の 他

計 5,849 7,686

果 樹 22 45

桑 樹
樹

体
茶 樹

計 22 45

家 畜 1

畜産物(ト ン) 13 1家

畜

等

蚕 繭(kg)

計 2

在 庫 品 27

合 計 7,760

※工芸作物には貯蔵中のイ草の原草被害を含む

総 計:11,682百 万 円
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② 復購 仁纏 及麟 鋤 灘 週
1)緊 急 的 技 術 対 策

台風通過後直 ちに農業改 良普及セ ンターを中心 に6班 の調査班 を編 成 し、 各地区毎の被 害状 況の把握

に努 めると ともに、各作物 ごとの栽培管理 な どの緊急的 に実施すべ き技術対策 を取 りまとめ、周知 と指

導 を行 った。

2)塩 害 対 策

緊急 的技術対策の一環 として 「海水流人 圃場 の除塩対策」 について資料 を配付 し、周 知 と指導 を行 う

とともに、直 ちに関係す る町、JA、 普及 セ ンター、農業振興室に よる土壌塩 分濃度調査 を開始 した。

塩害調査 技術指導対策(緊 急除塩対策調査指導事業)

平 成11年

9/22

9/24

～25

9/26

9/27

9/28

9/28～

9/30～

9/29

9/30

台風18号 に伴う事前対策資料配付(各 市町村 ・各JA支 所)

管内平坦地の被害状況把握(調 査)及 び取 りまとめ(6班 編成)

竜北町若洲で水円の塩分調査(調 査点数5点)

管内の中山間地の被害状況把握(調 査)及 び取 りまとめ(3班 編成)

被害状況把握及び取 りまとめ

小規模零細地域対象農家及び地域の被害状況調査

管内の主要施設や災害救助法適用地域の被害状況調査

塩水流入 ・潮風害圃場における事後対策資料配付

台風18号 に伴う農作物被害技術対策資料配付(各 市町村 ・各JA支 所)

竜北町役場台風被害対策会議(竜 北町JA普 及セ ンター 振興室)

果樹 ・花卉被害調査

第1回 竜北町塩害被害圃場土壌塩分調査(948圃 場)

第1回 鏡町塩害被害圃場土壌塩分調査(438圃 場)

八代市台風被害対策会議(八 代市JA普 及センター 振興室)

竜北町塩害圃場の土壌塩分調査(調 査点数294点)

鏡町台風被害対策会議(町JA普 及センター他)

鏡町津口地区の土壌調査(調 査点数134点4点 井戸水)
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10/1

10/2

10、/3

10/4

10/5

10/7

10/8

ユ0/12

10/18～

10//18～

10/23

10/30

2.復1日対策に伴う県及び関係機関の活動経過

竜北 町で塩害受 けた農地の土壌 塩分調査(調 査点数570点)

鏡町津 口公民館 にて1.ヒ壌調査結果及び対 策説明会

台風18号 被害 に伴 う各作物別管理対策資料 配付(関 係機 関等)

第2回 竜北 町台風被害対策会議

農業 くまもと購読農家 に各作 目別災害対 策資料送付(600部)

鏡llil「塩害 圃場 の土壌塩分調査(調 査点数89点)

竜北町塩 害被害圃場の土壌塩分調査(調 査点数48点12戸)

竜北町若洲塩害圃場の土壌塩分調査(調 査点数250点)

鏡III]『塩害圃場の土壌塩 分調査(調 査点委気152点)

鏡町野崎地区 ・竜北町若洲で土壌調査結果及び対策説明会

.竜北lll.若洲!乱書圃場のニヒ壌塩分 調査(調 査点数286;;℃

竜」ヒIllT才〒1川端{午[}1甫IJ湯0)..1=↓嚢」盆分副司イ己(謬胡査!紅教200,1焦)

鏡町文政塩害圃場 の土壌塩分調査(調 査点数209点)

鏡1町文政内 田 ・竜北町西辛1百道 で土壌調査結果及び対 策説明会

竜北III.農産加工所 で落.ドナ シ加工(150kgジ ャム加 工)

竜北町農 産加工所で落下ナ シ加工(50kg焼 き肉の タレ加工)

竜北町沖塘 で土壌調査結果及び対 策説 明会

竜北町 災害対.策事務局会議(竜 北 町JA普 及セ ンター 振興室)

第1回 台風被災対策会議(市 町村JA県 事務 所)

八代地域 農業復興対策会議(県 議主催)

鏡町農連会議で除塩対策、 トマ トへの樹 勢維持対 策について説 明

(鏡町JA普 及セ ンター 振興室)

塩害 を受 けた農地の土壌採取 ・乾燥 ・調整(竜 北 町686点)

第2回 鏡 町塩害被害圃場土壌塩分調査(395圃 場〉

第2回 竜北町塩害被害圃場土壌塩分調査(310圃 場)

第3回 竜北町台風被害対策会議(竜 北町JA普 及セ ンター 振興室)

竜北町若洲で土壌 調査結果及 び対策説明会

r撫.
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11/2
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11/5
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ユ2/8～
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平成12年

1/12

1/18

1/27

竜北町西網道で土壌調査結果及び対策説明会

竜北町沖塘で土壌調査結果及び対策説明会

竜北町若洲で土壌調査

鏡1町で土壌調査結果及び対策説明会

1

塩害に伴 う除塩作物検討会(専 門技術員、普及センター)

鏡町農連会議で土壌調査検討(鏡 町JA普 及センター 振興室)

第3回 鏡Ilrr塩害被害圃場土壌塩分調査(122圃 場)

第3回 竜北町塩害被害圃場土壌塩分調査(628圃 場)

第2回 台風被災地域営農対策会議

(市町村JA県 経営普及課 農産課 県事務所)

第4回 竜北町台風被害対策会議(竜 北1111-JA普 及センター 振興室)

除塩対策事業対'策推進会議(県 耕地課 普及センター 農業振興室)

第4回 鏡町塩害被害圃場土壌塩分調査(33囲 場)

第4回 竜北町塩害被害圃場土壌塩分調査(210圃 場)

鏡町農連会議で土壌調査結果及び対策検討(鏡 町JA普 及センター 振興室)

竜北町農業指導者協議会で土壌調査結果及び対策検討

(竜北町JA普 及センター 振興室)

第3回 台風被災地域営農対策会議

(市町村JA県 経営普及課 農産課 県事務所)

鏡町農連会議で土壌調査検討(鏡 町JA普 及センター 振興室)

竜北町塩害被害麦作付け圃場土壌塩分調査

12
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2,復1日対策に伴う県及び関係機関の活動経過

2/7

2/14

3/7

3/10

3/13一

4/25～

7/25～

10/16

1レ22～

竜北町塩害被害イチゴ作付け圃場土壌塩分調査

鏡町農連会議で土壌調査結果及び対策検討

(鏡町JA普 及センター 振興室)

竜北町塩害被害イチゴ作付け圃場土壌塩分調査

鏡町農連会議で除塩対策検討(鏡 町JA普 及セ ンター 振興室)

第5回 鏡町塩害被害圃場土壌塩分調査(94圃 場)

第5回 竜北町塩害被害圃場土壌塩分調査(133圃 場)

第6回 鏡町塩害被害圃場土壌塩分調査(8圃 場)及 び結果報告

第6回 竜北町塩害被害圃場土壌塩分調査(61圃 場)及 び結果報告

竜北町イチゴ定植事前土壌塩分調査及び結果報告

竜北町(若 洲地区/不 知火干拓)地 下水塩分濃度調査及び結果報告

第7回 竜北町塩害被害圃場土壌塩分調査(34圃 場〉及び結果報告

作物別圃場土壌塩分調査(麦 、キャベツ、 イチゴ、い草筆)

〃

3)塩 害圃場の土壌中塩分含量調査
ア

土壌中に高い濃度の塩分が蓄積すると作物栽培

が困難になることから、塩分含量の調査を農業者、

関係機関と共に行った。除塩対策と併せて定期的

に調査を行い、除塩効果が見 られた圃場から作付

けが行われた。

1騨闘 唾置 掴 口固■
▼'.71

滝;袖

ト

購ξ

.

覧

～..

.

.、,

岬

Oo●

・
.幽 愈

o

亀箪

、《

騨

亀　{

み

4)農 家 との座談会 ・対 策検 討会

農業者の要望 ・意見等を把握するために、集落

毎に座談会を開催 した。農業者か らは、様々な意

見が出され、塩害に伴う土壌調査結果報告や除塩

対策の指導 ・相談の場としても定期的に開催。
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5)湛 水 による除塩 対策

塩害田では、湛水と落水を繰 り返す除塩作業が行われた。また、

圃場の排水能力を高めることにより除塩効果が高まることから、サ

ブソイラーや弾丸暗渠を併せた除塩対策 も行われた。

6)各 種対策 事業 につ いて は、43ペ ー ジ参照

駈



3.技 術対策

o蒲 対策… ・年度一 … 一 　　

1)塩 害 被 害 程 度 の 測 定 指 標 とそ の 限 界 域

(1)土 壌

耐塩性 は作物 によ り異 な り、耐塩性 を越 える塩分 の濃度 になる と(作 物栽培限界域)生 育障 害を生 じ

た り、枯死 に至 る。土壌診断 を行 うには、以下の指標 を参考 にす る。

①EC(mS/cm)②NaCl(%)③CI(mg/g100乾 土)④pH

(上 限値)

作 物 名 pH
(H,0)

EC

(1:5、mS/Cm)

土壌 中CI
(mg/1009)

イ チ ゴ 7.0 0.3 30

メ 口 ン ク 0.4 40

イ ン ゲ ン ク 0.6 50

二 ン ジ ン ク ク ク

レ タ ス ク ク ク

タ マ ネ ギ ク 0.8 60

ソ ラ マ メ 〃 〃 〃

バ レ イ シ ヨ 〃 〃 ク

工 ン ド ウ ク 〃 ク

ノ、 ク サ イ ク ク 〃

ホ ウ レ ン ソ ウ ク 1.0 70

キ ヤ ベ ツ ク 〃 〃

ト マ ト 〃 ク 〃

ブ ロ ッ コ リ ー ク 〃 〃

ダ イ コ ン ク 〃 〃

ネ ギ ク ク ク

水 稲 〃 1.5 100

い ぐ さ ク ク 〃

(2)灌 漑水

漉湖水のECと 塩素濃度 の 目安
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I

EC測 定値: .書
、 作物の被害程 度

1
塩 弧 濃 度

:水 稲 ・い草1野 菜

2.11

2.4

2.61

590

670

750

0.0590

0.0670

0.0750

1下 葉の黄化が見 られ る1イ チ ゴは枯死す る5
い 草 で は草 丈 が 短 くな!メ ロ ンは被害大

…る1ト マ トは被害 中程 度

3ユ11

3.7

4.21

840

1000

1ユ70

0.0840

0.1000

0.1170

i下 葉の黄化が著 しくな1
0

る!被 害甚大～枯死;

iい 草の伸びが悪い1

5ゆi

i:J25
ユ340

1500

1670

2010

0.1340

0ユ500

0.1670

0.2010

ll

l著しく減収するi枯 死する…

1
!}

&71
9.3!

2340

2680

0.2340

0.2680

!l

l1
10.0

0
71.Ol

3000

3400

0.3000

0.3400

1!

1§

13.・1 4,000 0.4000 陥死するi
15.00

1&・1

5000

5800

0.5000

0.5800 ii
20.Ol

JO.・1

6600

10300

O.6600

1..0300 ll
40.01 14000 1.4000 ll
45,011 16000 1.6000 !!

※圃場 では、肥料 によ り、 この表 よ り更にECが 高 くな り、作物 の濃 度障害 も発生 しやす くなる。

た の と との

海 水 の
(.希釈 ロi.

電 気 伝 導 度

(mS/cm)
海 電 気 伝 導 度

(mS/じm)

塩.素
(PPM)) (

0.1 0.07 20 3.5 2.10 590

02 0.14 30 4.0 2.39 670

0.3 0ユ9 50 4.5 2.63 750

0.4 O.26 70 50 309 84.0

0.5 0.32 80 6.0 3.75 1,000

06 0.39 1 7.0 424 170

07 0.45 120 8.0 4.96 1,340

08 052 一130 90 5.4.7 1,500

0.9 0.58 1 10.0 625 1,670

1.0 0.63 170 12.0 6.57 010

1.1. 0.69 180 140 8.76

1.2 0.76 200 160 9.38 680

1.3 0.82 220 18.0 10.30 010

ユ.4 0.88 230 20.0 10.99 3

1.5 0.94 250 250 13.47 180

16 1.05 270 300 1545 020

1.7 1.1.2 35.0 18.12 50

1.8 1.15 40.0 20.21 690

19 1.20 320 450 22.26 7,530

2.0 1.26 330 500 23.88 0

2.1 1.29 350 55.0 26.27 9200

2.2 1.35 370 60.0 2.9.19 10,030

2.3 1.46 380 650 32.84 10,870

2.4 1.50 .400 700 3502 11,700

2.5 /.57 420 75.0 37.00 12,540

2.6 1.64 80.0 38.63 13

27 1.69 450 85.0 40.41 14,210

2.8 1.75 470 900 42.37 15,050

29 181 480 95.0 4378 15,880

30 1000 720

CI)t(NaCl に は1.6るD
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3.技 術 対 策

4

.2)土 壌分 析方法(今 回実施 した簡 便な調 査法)

(1)土 壌(サ ンプル)採 取

① 土 壌IIIの 塩 分 の 塩 分 濃 度

・水 田(湛 水1二1.「)の場 合
、..ヒ層 部(0～10cm)が

}自}く、.ド 属 音B(10～20cm)カ ミ{眠い 。

・乾 田 の 場 合 は
、 塩 水 が 下 層 部 ま で 浸 透 す る た め 、

. L層 部 ・下 層 部 に お い て 塩 分 濃 度 が 高 い 。

② 土壌 の採取

一 L層 部又は上 下層等、 測定の 目的に応 じた採取

を考慮す る、,

採 土の際 は、移植 ゴテを正方形型(5cm四 方)

に土 中に差 し込 み、深度 に より採取 ム ラが ない よ

うに均等 に採取 する。

地表部

図.圃 場での土壌採取模式図

上 層

0～

10cm

下 層

10～

20cm

(2)分 析前処理

① 乾燥

新聞紙な どで作 成 した容器 に薄 く広げ、 自然乾燥 を行 う。

② 粉砕

乾燥 した:ヒ壌 を乳鉢内で細か く粉砕す る。

③ 不要物除去

粉砕 した土を2mm11の メッシュにてふるい、石 や草等 を除 去す る。

(3)前 処理

⑦ サ ンプル管に乾燥土ユOg、 純水50m6を 加 える。

② 振 とう器にて30分 間振 とうす る。

(4)測 定

⑦EC(mscm)②PH③NaCl(%)④CI(mgloog⊥=)に つ い て そ れ ぞ れ の 簡 易 測 定 器 に

て 測 定 す る 。

※Clメ ー タ の 測 定 値 の 単 位 は 、mgrlOOOlll6水(PPM)で あ る た め 、 ユ00g土 中 の 塩 素 濃 度 に 換 算 す

る 。

→CI(mg100g土)=1則 定 値/2

17
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(5)土 壌 分 析 デ ー タ の 読 み 方(Clime度 〉

《測 定 値 の 換 算 方 法 》

★CI(㎎/1水)=測 定 値

★Cl(mg/100g土)誹 測 定 値 ÷2

★C1(%);測 定 値 ÷2000

(例)93(mg/D÷2=46.5(mg/100g土)

93(mg/「1)÷2000;0,047(%)

(6)CIとNaClの 相 関 関 係

①CI(%)×1,65=NaCl(%)

②NaCl(%)×0.6=C1(%)

分子量Na=23Cl=35NaCl=58

①CI→NaClの 場 合

CI×(NaCl÷CU=CI×(58÷35)=C1×1.65

②NaCl→CIの 場 合

NaCl×(C1÷NaCl)=NaClx(35÷58)=CI×0.6

※NaClメ ー ターの感度 はClメ ー タの感 度 よ りも低 い ため 、分析 結果 は必 ず しも.L式 に当て は まら

ない。

3)除 塩 方法

(1)除 塩対策

① 湛水除塩法

圃場に湛水 し、土壌中の塩素を用水中に溶か し除去する方法(上 層部に効果)。

真水や低塩分濃度の水が入手で きるようになったらloa当 たり150t～200tの 水の湛水→縦浸透 を

主 としたかけ流 しを行い、土壌中の塩分を用水中に溶かし除塩を行 う。湿った土壌条件では効果が

少ない場合があるので、土壌 を乾燥 して塩分を土壌の表面に抽出させた後に水をかけ流 し、塩分を

圃場外に流出させる。

また圃場の排水能力を高める暗渠機能を利用 した急速除塩 も有効。

② 浸透除塩法

明渠や暗渠によって圃場の排水能力を高めた後に、用水を用いて塩分を含んだ浸透水を排除する

方法(下 層部に効果)。

※排水効果 を高めるための有効 な機材(例)

1.簡 易暗渠

・モ ミサ ブロー(疎 水材充填)

モ ミ殻 を充填 し本暗渠 につな ぐ水み ちを作 る→長期に渡 り透排水性が 向上す る。

18



3.技 術 対 策

間隔:5～7mに1本

2.簡 易粗耕起

・スタプルカルテ

残査物 を土 と混和→腐植化 、乾燥の促進。

間隔:全 面

3.表 面余剰水排 水

・溝堀機

一時 的に大量の余剰水 を排水→乾燥 を促進

間隔:lomに1本

4.透 水 ・排 水 性 改 善

・サ ブ ソ イ ラ ー

透 水 性 の 向.E、 根 国 域 拡 大 、 乾 燥 促 進

間 隔:70m～120cmで 全 面

③1.1a4<改 良材(石 灰資材)の 施用

塩 害地の土壌 はNa粘 土 とな り土壌 の物理性が 悪化す る場合が多 く、土壌 改 良材 の施用 に よって

Naを 交換吸 着 してCa粘 土 とし、土壌 の物理性 を改善す るこ とが で きる。 また、土壌 の物理性 の改

善に よ り浸透性 も向上 し、② の浸透 除塩 法の効果 を更 に高め ることが で きる。

※石灰類 の施用 は⊥fXpHを 測定 し、適正範 囲のpH矯 正施 用量 を心が ける。

a)特 徴

資 材 名 石 膏 炭酸 カルシ ウム 珪酸苦土石灰 消 石 灰

6.0未 満 6.0未 満

対 象 土 壌 (7.0未 満) (5.0以 下)

中性～ 弱酸1生～
のpH

アル カリ性 酸性
アルカ リ性 以外 強酸性土壌

土壌pHに 対 す る影 pHを 高 め る効 果 が ア ルカ リ土壌 以 外 に pH5以 下 の 強 酸1生

響 が 少ない ので、 中 あ る の でpH6以 上 お いて、石 膏 に含 ま 土壌 に対する除塩 資

性 ～ ア ルカ リ性 の土 の土壌 には用いない。 れる硫酸根の影響 を 材 として施用す る。

施 用 方 針
壌 に施 用する。 抑 えたい施設土壌等 但 し、 炭 酸 カル シウ

最 も一般的な除塩資 に施用する。 ム の 方 がpHへ の 影

材 。 響が穏やかで施用に

適す る。

土壌pH上

昇 に 対 す 無 ～ 少 大 中 極 大

る 影 響
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b)土 壌酸度と除塩資材選択のH安

pH5 6 7

土壌酸度 強 酸 性 酸 性 中 性 アルカ リ性

← 一 一 炭酉勤 ル シ ウム 十 一 石

← 一 消 石 灰 ■

膏

瞭 苦土石灰 一■
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3.技 術対策

土壌中の石灰資材 と塩分の関係図

ケ イカル を用 いた場合

塩=NaCl→ Na'(ナ1・ リ ウ ム) +CI一(塩 素)

土壌 改良資材=ケ イカル(ケ イ酸苦土石灰 〉

ケ イ酸石灰=Casio, 苦土 (マ グネ シウム)=Mg

Ca:カ ル シ ウ ム Si:ケ イ 素O:酸 素

海水流入田の土壌

← Cl一 C「 水 と流亡

土壌中

N<ゴ 土 Na+土 CI一

※土壌rl.rに吸着 してNa粘 土 とな り、土壌 物理性が悪 化す る。

ケイカル施用田の土壌

← 一 Na2Si 0.、 Si{C,: ← 水と流亡

土壌中

Ca…+ 土 Sil'C

a… 『

一ヒ
Si1」

Mg一
M93幽

※土壌中のNaと 吸着交換 してCa粘 土 とな り、Naが 排出 され る。
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4)作 物

(1)水 害技術 対策

① 水稲

【事.前対策】

ア)苗 の健全化

一般 に軟弱苗は水 害に弱 い。水管理や病害虫防除に注意 して健苗 の育成に努め る。

イ)苗 の保存

田植終了後 も残 り苗 は当分 の問保存 してお く。

ウ)種 子 の保存

7月 上 、中旬の水害に備 えて早 、中生種 の種子 は7月 未位 まで保存 してお く。

(極早生種 は8月 上旬 まで)

【事後対 策】

ア〉苗代対策

(排水)

・葉先が少 しで も水面 に出れば被害が軽 くなるか ら、揚水機 などで退水 を早 くす る。

・葉 に泥が付着 した場合 には、竹や手で水の引 きぎわ、 また は退水後の葉の泥 をふ り落す。

・排水 方法 として晴天高温が続 くときは、.占い水 を一時 に排水 して しまうと箇が しおれて枯死す る

恐 れがあるので、古い水 を排水する..・方、代 りに新 しい水 を少 しつつ 流 し込む。

・苗代 が泥土で埋没 した場合 には水 の引 きぎわ、 または退水 後に苗に付 着 した泥土 を取 り除 く。泥

「ヒで埋殺 した場合、節間伸 長 している もの もあ るが案外 減収 が少ないか らこれ を利用で きる。

(病害虫防除)

・冠水 した ら葉上 の泥 を洗 ってすみやかに排水 に努 める。水温約20℃ 以下で冠水 が長時 間に及ぶ

と黄化萎縮病 の感染が多 くなるので、 り病 の恐 れのあ る危険 な苗は本川 に植え ない ようにす る。

・黄化 萎縮病が発生 した苗 は、廃棄焼却 する。 り病菌 を畦畔 に放置する とまん延の もととなる。

・冠水 苗は、い もち病 に対す る抵抗等 が減退す るので、水田植付前 に必 ず薬剤散布 を行 うようにす

る。

イ)本 田対策

冠水 して相 当被害が多 いようで も、生葉が残存 してい るか、 また、新根が発生 してい る もの は

回復 しうる。回復す る見通 しで植 え替えを要 しない ものは、その まま普通の肥培管理 を行 な うが、

特 に次の事項 に注意 を払 う。

(排水)

・冠水 した本田は、冠水 した苗代 と同 じ要領 で極力排水に努め、清水 との入れ替 えを行 な う。

(施肥)

・退水後稲の回復 を促す ため に、窒素肥料 を施す場合には少量(10a当 た り窒素0.8-2kg以 内)に

限 る。

・軽度の土砂 混入があった場合、流入土砂の肥 沃度を考慮 し量に応 じて追肥 の量 を決定す る。

(除草)

・田植 直後冠水 したもので、土壌 処理用 除草剤 による除草 が行 なえなか った場合 は退水後 、稲 の回

復 をまって使用す るが ノビエ等の葉齢 が進 んでい る場合は シバロホ ップブチ ル剤(3～5葉 期 ま

で)を 用いる。

(病害虫防除)
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3,技 術 対 策

・冠水 後には、病害虫が異常 発生 しやす いので、発生 に一卜分注意 をは らい適期防 除を徹底す る。

・黄化 萎縮病

田植後 の早 い時期 に冠水 した場合 、水温 が20℃ 以下で長時間に及ぶ と本病 の感染が著 しいの

で常 発する地域 では薬剤 による防除 を行 う。

・い もち病

冠水後は稲体が衰退 し葉い もちが激 発する場 合があるので退水後稲 体の 回復 を まってすみやか

にい もち病 防除薬剤 を散布す る。

・アワヨ トウ

洪水直後に局地的 に大発生す る傾向が強いので早期発見 につ とめ機 を失す ることな く防除す る。

特 に老令虫に対'しては薬剤の防除効果が劣るので、若今期の幼虫 を対 象 に迅速 な薬剤防除 を実施

す る。

② 麦

■ 収穫 ・乾燥

・穂発芽の徴候が現 われた麦(倒 伏 して水の中 につかった麦)は 降雨中で も早急 に刈 り取 り、納屋

に架干 し等、多少乾燥 をはか って脱撤 しさらに乾燥す る。穂発芽 した もの は貯蔵力 も弱い。

・機械乾燥 農家については、一応むれ ない程度(含 水量18-20%)予 備 乾燥 し、収穫終了後 に仕上

げ乾燥する。機械乾燥 について は火力(軽 油バ ーナー)を 併用 した方が適切で ある。

■ 貯蔵

・湿 った麦 を貯蔵 する場合 は、水分 をと り、放熱 するように乾いた麦わ らを混穢 す るなど発 酵 しな

い ように注意す る。

(2)塩 害技術対策

① 水 稲(飼 料稲:ホ ール クロップサ イレー ジを含 む)

(移植栽培)

・種子 は塩水選 を行い充実 した発芽力の高い種子 を用いる。

・播種量は薄播 き(稚 苗:150g/箱 、中苗:100g程 度)と し、活着力 の強い健 苗 を育成す る。

・土壌改良資材(ケ イカル、 ケイ鉄等)を 散布 し、耕起 を行いほ場 の乾燥 に努め る。

・客土 によ り地力 が低下 してい る場合 には、有機 質資 材の投 入に よ り地力の向上 に努める ととも

に、基肥量を各成分 とも1～2割 程度増施する。

・本代か き前 に荒代 か きを行い、除塩 に努める とともにほ場の均平化 を図る、代 か き作業 は入念過

ぎると排水性が悪化す るので軽 く実施 する。

・移植後 しば ら くは深水 とし、植 え傷 み防止 と活着 の促進 を図 る。

・活着後は、で きる限 り間断灌水 を行い、除塩 に努めるとともに分げつ の発 生を促 す。

・水管理 を容易にするため、 ほ場周囲 と10条 間隔程度 に溝切 りを行 う。

(1百:非番栽培(卓 乞田散非番〉)

・種 子 は塩水選 を行 い、充実 した発 芽力 の高い種子 を用いる。

・土壌 改良資材(ケ イカル、ケ イ鉄等)を 散布 し、雑草防除 を兼ねて浅耕 を行 う。

・客土資材 に よ り地力が低下 している場 合には、有機質資材 の投 入に より地力 の向上 に努め るとと

もに、基肥量 を各成分 とも1～2割 程 度増施す る。

・乾田直播 では、保肥力 を確 保するため基肥 には緩効性肥料 を用いる。

・ほ場 表面の排水性 を良 くするため、 あ らか じめ ほ場周囲に作溝 を設 ける。

23



・播種 は10ア ール当た り6～8kgを 散粒機や ミス ト機で均一 に行 う。

・播種 後 は2～3cmの 極浅緋 を行 った後、過乾燥防止のため鎮圧 を行 い規定の除草 剤散布 を行 う。

・出芽後2～3葉 期 に入水 し、水 田用除草剤 の散布 を行 う。

・用水が・卜分 にあ る場合は、入水を繰 り返す こ とで除塩効果 は高 まる。

(直播栽培(湛 水直播))

・種子 は塩水選 を行い充実 した発芽力の高 い種子 を用い る。

・⊥壌改良資材(ケ イカル、ケ イ鉄等)を 散布 し、耕起 を行いほ場 の乾燥 に努 め る。

・客土資材 によ り地力が低.ドしている場合 には、有機質資材の投 入に よ り地力 の向一ヒに努め るとと

もに、基肥量 は各成分 とも1～2割 増施す る。

・本代 か き前 に荒代か きを行い、除塩 に努 める とともにほ場の均平化 を図る。代か き作業 は入念過

ぎる と排水性が悪化するので軽 く実施す る。

・播種後 は出芽の安定 とジャンボ タニ シ食害防止の ため、潤土管理 とす る。

・出芽揃 い後 は、で きる限 り間断灌水 を行 い、除塩 に努める とともに分 げつの発生 を促す。

・水管理 を容易 にす るため、ほ場周 囲 と10条 間隔程度 に}蒜切 りを行 う。

※飼料稲 は、収穫時期(糊 熟 期～黄熟期)が 他 より早 くなるので、機械 収穫 がで きるよ う、水系 ご

とに極力 団地化す る。

③ 大 豆

・客土 資材 によ り地力が低 下 している場合 には、有機質資材の投入 に より地力 の向上に努める。

・ほ場 の周囲 に排 水溝や圃場 内の小排水溝 を設け地表面排 水 を行 うとともに、弾丸 暗渠や心rヒ破砕

等 に よりほ場の乾 田化に努める。

④ 飼料作物

(品種 の選定)

品種 の選定 に当 たっては耐塩 ・耐湿性 を考慮 し、 トウモロ コシ ・ソルゴー以外の ヒエ類や飼 料用

稲 を選定す る(詳 細は下表)。

(栽培)

栽培 は各作物毎 の耕種基準 を基本 とす るが、集団栽培 に努め、省力化 と排水性 向上 を図 る。

(収穫)

排水対策の徹底 によ り、大 型機械(ロ ールベー ラー等)に よる省力収穫 に努め る。

(流通)

流通経路の確保が重要であるので関係機関 との連携 を行い、栽培前に品種の選定、収穫時期、収

穫調製方法、価格 等につ いて協議す る。

(嗜好性飼料価値)

嗜好性飼料価値 は冬型牧草 ・トウモロコシに比べ ると劣るので、特 に高泌乳牛 に給与す る場合 は

収穫調製 に万全 を期する と共に、給与 に当たっては飼料 の組 み合わせ に配慮す る。

※除塩作物の栽培 については33ペ ージ参照
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3.技 術対策

5)野 菜

1台 風事前対策

1強 風対策

① 事前対策

①施設の補強

ア 単棟や連棟ハ ウスでは ビニール ・防風 ネ ットの被覆 にともないかな りの風圧 を受 けるこ と

になるので、鋼管パ イプや番線等 で施設の補強 を行 う。

イ ビニー ル等で被覆 されている場合(雨 よけハ ウス を含む)は 、テープ ・パ イプ ・杭 ・針金

等の点検整備 を し、必要に応 じて交換 ・補 強 ・締め直 しをす ると同時 に、ハ ウスネ ットを使

用 して ビニールの 固定 を努め る。

ウ 換気扇 を設置 してい るハ ウスでは換気 扇を動か し、ビニー ルの膨 らみ を防止 し、ばたつ き

をな くす。但 し、 この場合吸気口 を用意 しないとパ イプが曲が るので注意 を要す る。 また停

電の時 は役 に立た ないので注意する。

工 強風 による骨材が危険にな ると予測 される時 は、被覆物 を除去 し骨材の安全 を考 える。

② 防風 ネ ッ トの設置

施設(天 井 ・サ イ ド・谷下部)及 び栽培 ほ場や育苗ハ ウス周囲 には ・防風 ネッ トまたは寒冷

紗 を張 って減風 を図 り、内作物 の被害 の低減 に努め る。ただ し、周囲に防風 ネッ トを設置す る

場合は相 当な風圧 を受 けるので、支柱 は強固な ものにす る。 また、強風(風 速40m/s以 上 の)

の場合 は、施設ハ ウスの倒壊 が予 想 されるので、天井部の防風 ネッ トは風 速が強い場 合は様子

を見なが ら除去す る。

防風 ネッ ト 防風 ネ ッ ト
國

鋼 管パイプ、番線等で しばる。

③ 作物の固定

定植済みの トマ トは、支柱 を しっか り固定する とともに、 トマ トを支柱 に誘引固定 し株 元が

振動(揺 す り)に よ り傷 まない ようにする。 また、 ヒモ誘引の場合は、下 に降ろ し防風 ネッ ト・

寒冷紗等で直接被覆 し トマ トを抑 えて固定 し損傷 を少 な くす る。

④ マ ルチの固定

マ ルチ を張っている場合 は、風 によ りマルチがバ タつ くため トマ トを引 き上げた り、茎葉 の

損傷 をまね くため、風 によ りバ タつかない ようしっか り土等で固定する。

25

「



璽 團
防風 ネ ッ ト等

トン ネル用 支柱 また は ヒモ で

ネ ッ トを固定

至

親
マ ルチの 固定

⑤ ほ場内外の排水 対策

豪雨 を伴 う場合 が多いので、 ほ場 内外の排 水溝 を整備す る。

⑥育苗床の管理

育苗期にある ものにつ いては、上記⑤ を徹底 する とと もに、苗は トンネル状 に寒冷紗 等で被

覆 し、被覆物 は1古1定す る。移動可能 なものは屋 内に持 ち込 む。

(2)d.罫後対策

① 栽培 ほ場(苗 床 、ハ ウス等)の 現状復 帰

事 前対策 として、野菜 に直接被覆 したネ ッ ト ・寒冷紗等 は台風 通過 後雨が止 んだ らむれ防止

のため速やか に除去 し、茎葉及びほ場 の乾燥 を図る。

ア 果菜類 でつ るおろ しを したもの は、早急 につるあげを行 う、,

イ 台風 過 後 の晴 天 日には、萎凋が見 られ ることが あるが、いたず らな灌水 は避 け草 勢を見

なが らの水管理(少 量 多回数灌水)を 実施す る。

ウ 被害を受 けたハ ウス等の施設は、今後の栽培 のため に早急 に現状 復帰 を図 り、 ビニ ールの

被覆 を急 ぐ。

② 病害対策

直ll床や栽培 ほ場 では、風雨 によ り茎葉の損傷が大 き く泥土の付着が あ り、今後、病害 の多発

(疫病 、べ と病、炭そ病 、軟腐病 、立枯病 等)が 考 え られ るので、適切 な薬剤 を予 防散 布 し、

茎葉 に付着 した泥 は薬液で洗い流す。

ア 病害虫が発生 してか らの防除は困難 になるので、予防防除を重点 的に行 う。

イ ハウス内の換気 を図 り、排水 に努 め、施設内が過湿にな らない ようにす る。

ウ 通風 ・採光 を良 くし、発病 した茎葉 ・果実 は速やかに除去す る。

工 薬剤散布の濃度 は、野菜が傷 んでいるので、薬剤使用濃 度領域 の低濃 度側 で散布 し、特 に

晴天 日の散布 はハ ウス内が高温にな らない ように換気を十分 に行 うな ど薬害 防止対策が必要

である。

オ 防除薬剤及 び方法等 については、 県または地域の防除基準 に従 うこ と。

H台 風事後対策

1週 過直後 の対策

(1)栽 培 圃場(苗 床、ハ ウス等)の 現状復帰
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3.技 術 対 策

①.圃場内の排 水対策 に努め る。

② 沿岸地帯 で潮 害 を受けた場 合 は、可能 な限 り散水 及び湛 水に よ り除塩 を行 う。(※ 除塩 方法 に

ついては18ペ ージ参照)

③ハ ウスに塩 水が流 入 したと思わ れる所で は早急に土壌 分析 を行 い、次作へ備 える。

④早急 にハ ウスの原形復帰 に努め る。

⑤果菜類でつ るおろ しを したもの は、早急 につ るあげ を行 う。

⑥ 倒伏 した もの、株元のゆるんだものや根の露 出 した ものは早め に支柱 を建 て直 し、寄せ を行 う。

⑦台風一週後 の晴天 日には萎凋が見 られ ることがあるが 、潅水過多 とな らないよう、草勢 を見な

が らの水管 理(少 量多 回数潅水)を 実施す る。

⑧ ビニー ルの破損等 の被害 を受 けたハ ウス等の施設は、今後 の栽培の ため に早急 にビニー ルの手

配 を行い、 ビニールの被覆 を急 ぐ。

⑨育苗期の ものは、台風 の風雨が去 った らす ぐに光に当てる。

⑩草勢の回復 を図るため葉面散布 によ り追肥 を行 う。

⑪被害が大 き く、生育 の回復が不可能 な場合 は、代替野菜 の導入 を検討す る。

代替野菜 については、施設整備の状況 によ り品 目を選 定す る。

ア 加温設 備を生か して野菜栽培 を選定す る場 合

冬作 メロン、促成 トマ ト、促成 キュウリ、半促成 ナス等

イ 露地野 菜を選定す る場合

i)キ ャベツ10月 上旬～播種

H)ダ イコンloll..ヒ 旬播 種

11)ホ ウレンソウ/0…11月 播 種

2病 害虫対策

苗床や栽培 圃場 では、風雨 によ り茎葉の損傷 が大 きく泥土の付着があ り、今後 、病 害の多発(疫

病、べ と病、炭そ病 、軟腐病、つ る枯病、立枯病等)が 考 え られ るので、適切 な薬剤 を予 防散布 を

し、茎葉 に付着 した泥 は殺菌剤で洗 い流す。

①病害虫が発生 してか らの防除 は困難 になるので、予防防 除を重点的 に行 う。

② 圃場の排水 に努め、施設 内が過湿 にならない ようにす る。

③通風 採光 を良 くし、発病 した茎葉 ・果実は速やか に除去 し、ハ ウス外 で処分 する。

④薬剤散布の濃 度は野菜が傷 んでい るので、薬剤使用濃度領域の低濃 度側 で散布 し、特 に晴天 日の

散布 は、高温 時の散布 を避 け、薬害防止対 策が必要であ る。

⑤ 防除薬剤及び方法等 につ いて は、県 または地域 の防除基準 に従 う。

⑥ その後の天候 の回復 によ り害虫の発生 も懸念 されるので、地域の防除基準 に よ り防除す る。

3各 作物 ごとの今後の栽培 管理

(/)ト マ ト

① 草勢回復 のため、晴天が続 く場 合は萎凋防止 のため防風 ネッ トの使用 ・葉面散布 ・葉水等 を行

う。

② 支柱へ の誘引 は生育促 進、病害予 防か ら早急 に行 う。

③ 追肥につ いては少量多回数行い、 また液肥 の使用は畝が乾燥 した状態で施用す る。

④ 畝の乾燥 を図るため、マルチを努 めては ぎ、上根 を土壌 湿度の高 い下層へ仕 向ける。

.⑤ ハ ウス周囲で は茎葉が飛散 して不足 してい るため、脇芽摘 みは控 え、健全葉の確保 に努め る。

(2)イ チゴ
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.①定植前の苗 は、圃場の排水 ・苗へ の真水 による洗浄 ・早期定植 ・葉色 を見 た葉面 散布等 によ り

回復、活着促進 を図 る。

② 定植後 の苗 は、早急 な圃場の排 水に努 め、海水被害 の圃場で は真水 による苗へ の洗浄 を行 う。

また、海水流 入の圃場 は真水 による湛水 を行い除塩す る。

③.病害虫 防除のため病害葉の摘 葉 を行 う。 また苗が傷 んで いるので低濃度で散布 し、薬害防止か

ら高温時 の散布 を避 ける。

③ キャベ ツ

①潮害 による圃場 回復か ら秋蒔 きキ ャベ ツへ の変更 を図る。

② キ ャベ ツか らレタス等への品 目の変更 を図る。

④ ネギ

① 倒伏状態 をハウス内の排水、土壌 乾燥 、葉面散布等 によ り回復促進 を図る。

②病 害苗 は症状次 第で被害株の抜 き取 り及び薬害 防止 か ら高温時の散布 は避 け、低 濃度での薬剤

散布 を行 う。

(5)シ ョウガ

①根 茎腐 敗病、い もち病 の発生防止を中心 に殺菌剤 の散布 を行 う。

② 薬剤散 布等の作業効率 を上 げるための、通路の確保 に努 める。

③.倒伏防止のため に張 ったネ ッ トはで きるだけ外す。

(ネ ッ トで株が支 え られて いる場合はその ままで良いの

④ 通路 の確保 を したあ と、で きるだけ土寄せ を行 う。

(土寄せ がで きない場合は敷 きわ らな どを行 う。)

.⑤地際部か らの茎折れのひ どい圃場 や根茎腐敗病等が発生 していた圃場 などは、早めに掘 り取 り、

漬物 用等 として1',荷を行 う。

皿 平成11年 台風18号 における事後対策(潮 害に よる塩害対策)

1土 壌 が耐塩 限界値 を超 えた場合の対策

基準値 以上の塩素値 が確認 された圃場のケース分け

暗渠が整備 されてい る。 ケース1(施 設 ・良水 ・暗渠〉

… 水… れ・[

暗渠 が整備 されていない ケース2(施 設 ・良水.N)

場

件

圃

条

施設

露地

　一 町 灘 ∴:二∴1ば1:NOT)
NN)

「一暗渠が整備 されてい る・ ケース5(露 地'良 水'暗 渠)

　 水が得られ列

　 　 され。。。。 。_　 　 N)

■ 諜 が鮪 されている・
良質 な水が得 られない→

… L暗 渠が整備されていない

ケ ー ス7(露 地 ・N・ 暗 渠)

ケ ー ス8(露 地 ・N・N)
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3.技 術 対 策

基本的 な考 え方

短期的 には、水 に よる塩基濃 度の低下 と土壌 溶液の浸透圧 を下げて根 のス トレス を少な くする。

それに よってケース分 けを行 う。

長期的 には、水稲 の栽培等 に よって土壌 条件 を災害前の段 階 まで近づ ける。

転作 で水稲 栽培が制 限 される場合で も湛水 して栽培 を継続 で きる作物 を植 え付 ける。

例:飼 料用稲等

ケース分 け

① ケース ユ(施 設 ・良水 ・暗渠):暗 渠 を使 った除塩 を行っていれば(作 土層の土 壌分析 を行 うこ

とが前提)、 経営体が行っている本来 の作付 け体系 に春作 か ら戻 れる と考え られ る。

このケース につ いてはあ えて言及 の必要 はないが 、pHが 適正 範囲に あるか どうか確認 し、栽

培野菜 の適正pHに 矯正 をす る必要があ る。

② ケース2(施 設 ・良水 ・N):土 作 り ・耕起 ・水張 りを行 った後、水稲 栽培 を行 う。 もし くは耕

起 を行った圃場 で、小麦 ない しはイ タリア ンライグラス を播種 して青 刈 し、ハ ウス外 に持 ち出 し

た後水張 り ・除塩 を行 う。その後は、土壌分析 を行 って充分 に除塩 されている圃場については、

本来の経営 を営 む。ただ し、土壌 の下部 に移行 した塩がハ ウス栽培 を行 うと毛細 管現象 で地表面

に影響 を及ぼす ことが考 えられるので 、元肥は少 なめ、土壌水 分は多めに管理す る。 もし、除塩

が充分 でなかった場合冬作 も上記 の除塩 に取 り組 む。 このケースにつ いては、高 設栽培 の イチゴ

も考 え られ る。

③ ケース3(施 設 ・N・ 暗渠):緊 急避難的 に設概 される水 を利用 してケース1と 同様 の処理 をす

る。

緊急避難的 な水が利用で きなかった ところにつ いては、 イタリア ンライグラス+青 刈 り水稲 で

除塩 を行 い トマ トの栽培 を行 う。ただ し、収量 を確保で きない可能性 があるため、高糖度 トマ ト

としてのこだわ り商品販売 を行って経営 を安定 させ る方法 もある。

④ ケース4(施 設 ・N・N):ケ ース31司 様 に行 うか高設の イチ ゴ栽培 を行 う。高 設のイチ ゴ栽培

を行 うときにはフ ァームポ ン ドを作 るか大 きめの タンクを用意 して雨水 を利用する。ただ し、ケー

ス3の ように行 って も除塩 はスムーズに行 えない と考え られるので充分時 間を とる必要が ある。

イ タリア ンライグラス+水 稲 も考 えてお く必要がある。

⑤ ケース5(露 地 ・良水 ・暗渠):暗 渠 を使った除塩 を行っていれば、経営体が行 っている本来の

作付 け体系に春作 か ら戻 れる と考 え られ る。

この ケース につ いてはあえて言及の必要 はないが、pHが 適正範 囲にあるか ど うか確認 し、栽

培野菜の適正pHに 矯正 をする必 要がある と考 える。(特 にバ レイショ)

⑥ ケース6(露 地 ・良水 ・N):土 作 り、耕起 ・水張 り後水稲栽培 を行 う。 もし くは耕起 を行 った

圃場 で、小麦ない しは イタリア ンライグラス を播 種 して青刈 し、圃場外 に持 ち出 した後水張 り ・

除塩 を行 う。その後は、土壌 分析 を行 って充分 に除塩 されている圃場 につ いて は、本来の経営 を

営 む。ただし、マルチ栽培 は、土壌水分が上方へ 移行す るので勧 め られ ない。 もし、除塩が充分

でなかったな らば、 もう一・度冬作 も上記の除塩 に取 り組 むか 、イグサ等の塩 に強 い作物 を栽培す

る。

除塩が進 んだ ときの露 地野菜の作 目としては、キ ャベ ツ ・ブロ ッコリー ・ダイコン ・根深 ネギ ・

ハ クサイ等が考え られる。 しか し、 これ らの露地 野菜 につい ては、価格 が非常 に不安定であ るた

め販売 を見越 した営 農が必要 である。
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⑦ケース7(露 地.N・ 暗渠):イ タ リアンライグラス+グ リー ンミレッ ト、ない しは イタリア ン

ライグラス+青 刈 り水稲で充分 に除虚 した後土壌 分析 を行 い、露地野菜 の栽培 を行 う。

除塩が進んだ ときの露地野菜 の作 目は、 ケー ス6に 準ず る。

⑧ ケー ス8(露 地 ・N・N):ケ ース7に 準 じた管理 を行って除塩す るが、梅 雨期 の降水量 によっ

て除塩の程度が決 まるので単年度で は難 しい と考 えられる。 時間を充 分に見込んだ対策が必要。

また、 このケースでは最初か ら当年 中の野菜の作付けはあ きらめ、小 麦+水 稲+イ グサの体系

を取 り組む ことも考え られ る。

除塩が進んだ ときの露地野菜の作Hと しては、 ケース6に 準 じる。

2塩 害発生圃場での対策の考 え方

①基 本的には、土壌分析 の結 果、全基準 項Hを 下 回ってい ることが 、作付 け可能 な条件で ある。

(施設栽培の場合は、作土下 の分析値 に も留意す る)

ただ し、pHが 高い場合 は、硫黄 資材 に よる酸度矯正が可能で あるが、植 え付 け3週 間前 まで

に土壌混和する こと。

②無理 な作型(早 進化)は 避 ける。

③排水対策は栽培の基本であ り、灌水で土壌 中のC1濃 度 を下1デる必要が ある場合 も考 え られ るので、

明渠 、暗渠 な ど排 水対策 を徹底す る、、

④作土 の緩衝能の強化な ど土づ くりのために、良質 な堆肥を適量用 いる。

⑤土壌分析結果 によ り施肥量 、資材 を決 定す る。 この際、作物 にス トレスの少 ない緩効性肥 料の使

用 も検討す る。

特 にEC値 が高い場合は基肥量 を減 らし、生育 を観察 しなが ら(で きれ ば⊥壌分 析 を行 いなが

ら〉追肥で補 う。

⑥育苗 を伴 う作物 は、健苗育 成に努 める とともに、 スム ーズな活着 に より根城 の確 保 を図 る。

⑦塩類 の表層集積 と根城確保 のため、マ ルチの導入 については再検討す る とともに、マルチ を用 い

る場合 は、で きるだけマルチの展張時期 を遅 らせ る 〔特 に イチゴ)。

⑧灌水 にはC1濃 度150PPIn以 下の水 を用い る。灌水管理 に注意 し、 なるべ く乾燥 を避 ける。

⑨生育不 良や生理障害が認 め られた ら、薄 い液肥の施用や葉面散布剤の散布 を検討す る。

⑩暖房装置や換気装 置な どの再 点検 を行 う。

3生 育状 況で見 た塩害の発生状 況

野菜 の潮 害の発生状況

八代地域で は、平年である と抑制 トマ ト及 び冬 キャベツでは定植の最盛期、 イチゴでは定植 の

直後 という時期 にあたるが 、平成11年9月 は、平年に対 し降水量が多 く、 円照時 間が短 い長雨 日

照不足 の年であ ったため、圃場 の準備が 出来ず に、 これ らの定植が遅れ ていた。

そこに台風18号 が襲来 したために、ほ とんどの圃場では育苗段 階の苗が被害 に遭い、また、やっ

と定植で きた圃場 において も定植遅延 の影響が大 きく出てお り、老化 した軟弱 な苗であったため、

よ り被害 を大 きくした。

① イチ ゴ

竜北 町を中心 に生産 されているイチ ゴは、海岸線か らは1km以 上離れてい る ものの、河 川を逆

流 した海水 によ り、県道14号 線 よ り西側(八 代海側)の ハ ウスにおいて は海水の流入 による塩害

を受 けた。

イチ ゴの栽培面積 は、84戸32ha(JAや つ しろ和鹿 島支所 いち ご部会員 のみ(系 統 販売外 は

除 く))で あ るが、 うち8.26haで 塩 害 を被害が 発生 した。その中で もい草 か らの転換農 家 を含 む
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3.技 術 対 策

3戸65aが 壊 滅的被害 を受けた。被害の程 度については、約1/3が 被害大、約1/3が 中被害、

約1/3が 軽程 度の被害 であった。

イチ ゴは、野菜の 中で も耐塩性が特 に弱 く、ECがo.3-0.5ミ リジー メンスで生育障害限界値

となる。

そのため、台風通過直後で は、塩水 が流 入 したハウスで はその ほ とんどで生産障害が発生 し、

キ ャベ ツ同様悪 天候 のための定植遅延 と二重 の影響が 出て、生育 に著 しい影響が 出ていた。

また、台風直 後には停電 とな り、ポ ンプア ップ出来ず に水 による塩分の洗い流 しが行 えない と

い う悪条件が重 なった。

海水が引いた直後 には、塩分含有水 の高浸透圧 に よる脱水症状 と思われ る しお れが既 に現れ て

お り、農家に よっては除塩対策の知識か ら家庭水 道水 をポ リタンクに入れ、 イチ ゴハ ウス内 に湛

水す るとい う処 置を施 した者 もいた。

この ような初期対 策の差が、その後の生育の差に大 きく影響 を及 ぼ した。台風通過直後 にはイ

チ ゴの生育に影響 が現れ なか ったため、特に対 策 を講 じなかったほ場 において は、その半 月後の

新葉が展開す る頃になって影響が現れ るとい う状況 も発生 した。それか ら慌て て除塩対策 を講 じ

る ものの、初期 対策 とは異 な り既 に植 物体に高濃度塩分L壌 におけ る生理機能 の低下 による生育

障害が出て きてお り、直後 に しおれ症 状が出たほ場 と逆転現象が起 こるとい う皮 肉な顛末 となっ

た ところ もあった。

また、除塩対 策には排水が不可欠 となるが、当地区は粘 質ニヒ壌であ るうえ、海水の流入 による

ナ トリウム(Na+)が 土壌吸着 され土壌粒 子の分散 による土壌 の粘土化が起 こ り、著 しい排 水

不 良となった。 このため、除塩対策のために水 を流入 して も排水が され ない湛水状態 とな り除塩

が され ない状 況 となった。 これ を見かねた不知火干拓 のキャベ ツ農家(III口 邦紘氏親子)が 、ハ

ウス内で畦 を立てた ままの状態で弾丸11音渠を ひける装置 を開発 ・改良 し、 イチ ゴ塩害ほ場の除塩

対策の一環 としての排水 に大 き く寄与 された。

また、塩害被 害が甚大 なほ場 については、次 年作 に も影響が残 ることか らイチ ゴ高設栽培(ら

くらくベ ンチ採(と り)及 び らくらくベ ンチ育(そ だち))が 国庫 補助事 業に よ り導入 された。

② キャベ ツ

竜北町不知火干拓 を中心 に生産 され、国野菜指 定産地 も受 けてい る冬キ ャベ ツは、8月 播種 、

9月 定植 、12月 か ら4月 頃にか けて収穫す る作 型であ る。今 年産の作付面 積 は、26戸36ha(竜

北集荷所業根部 会員のみ(系 統販売外 は除 く))。 長雨 によ り定植遅延 のほ場 も見 受け られたが、

定植が行われていた矢先 の台風に よ り、不知火干拓の ほぼ全域が海水 の流 入に よる塩害 の被 害を

受 けた。

キ ャベツは、野菜の 中で は耐塩性 は強 い部類 に入る ものの(生 育障害 限界EC値:1.0～1.5ミ

リジー メンス程度)、 台風通過直 後はECで5ミ リジー メンス を超 えるほ場 もあ り、定植 されて

いたキ ャベツは1つ の ほ場 を除 き全滅す る とい う深刻 な事態 に見舞 われた。

また、曇雨天 による定植遅延のために定植適期 を過 ぎて も育苗 されていたキ ャベ ツ苗 もそのほ

とん どが海水 に浸か り壊 滅状態 となった。

その後 、塩害対策の徹底 による除塩作業 とキャベ ツの蒔 き直 しに より、10月 以 降定植の春 キャ

ベ ツの作型への移行が行 われた。

定植がや り直 されたほ場 では、ほ揚 間による生育のば らつ きが見 られたところ もあ った。

塩 害対策 と して真水 による洗い流 しを行 うこ とは、普及セ ンター及 び農協等の指導の徹底 によ

り、農家 も充分承知 していた ものの、 当時、干拓では真水 に近 いかた ちでの水が得 られず、充分
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な除塩対策が取 られない まま、キ ャベ ツの植え直 しが行 われ た経緯が あった。

この ことによ り、塩分濃度が高い まま(ECが3ミ リジー メ ンス程 度)で 定植 されたキ ャベ ツ

ほ場 においては、高濃 度塩分土壌 にお ける生理機 能の低下 に よる生育 障害が現 れ、生育が著 し く

遅れ たもの もあった。

その後、不知火干拓 では11月1日 になってEC1以 下の水 が得 られる ように な り、それか ら精

力的 な湛水に よる除塩対策 が行 われた。

※除塩作物の栽培 については34ペ ー ジ参照

◎

32



一

動
軸

【除塩作物 の栽培】

海水が流入 した圃場 の塩分 を完全 に除去す る ことが困難 な場合があ る。湛水処理 を して も塩 分の残存があ る場合 は、 イタリア ンラ イグラスや ソルゴー などの

耐塩作物 を栽培 して、土壌1-1」孔 隙の増大、透水性の向上 を図 り、湛水 除塩の効果 を高め る。
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3.才 支そ荷玄寸策

回_■ 高声

6)果 樹

(1)共 通事項

① 被害樹 の処置

【折 れ枝、裂 け枝及 び倒伏樹 の処理】

・倒伏 した樹 はで きるだけ早 く起 こ し、支柱 を添 えて固定す る。

・根元 か らゆさぶ られた樹 は、根元 に土 を盛 り、安定 させ るため に踏みつける。

・枝折 れ、枝裂 け したもの は、傷 口を切 り直 して、保護のため トップ ジンMペ ース ト等の癒合促進

剤 を塗布 して枝 の枯れ込みか ら保護す る。 なお 、軽傷であれば、被害 を受けて2日 程度 たってか

らの処置 でも癒合す る。かな り太枝で あって も回復す る可能性は高い。重傷 の場 合 は、折れた枝

をていねいに切 除 し、残 った傷 ロを滑 らか に削 って、癒合促進剤を塗布 する。

【落葉 ・落果程度 による被害樹 の処理方法】

・甚 だ しい被害 を受 けて枯死 した場合や樹'勢回復 の見込みの ない場合 には、改植 す る。

・全葉 ・全果が落下 した樹 では、夏秋梢が発生 した ら、液肥 を葉面散布 して、新葉の緑化 を促す。

葉が な くなる と、樹冠下の」.壌が乾燥 しやすい ので潅水 と敷草、敷藁 等 を行って根の保護 に努め

る。 主枝や亜主枝等の太い枝の上部 には白塗剤 を塗布す るか、藁や新 聞紙 を巻 いて 日焼 けを防止

す る。

・全葉 が落葉 し、果実が残 った樹 では、すべての果実 を残 し、秋芽の発 生がな くなった頃 に摘果す

る。

② 施肥

・全部 落葉 し、樹勢 も弱 く根腐れが心配 される樹で は、秋肥 は施川せず 、翌春 の樹 の状 態 を観察 し

てか ら追肥 を行 うのが良い。 また、発芽か ら展葉 までの栄養は旧葉 に依存 しているので、旧葉の

ない被害樹で は、発芽後 に液肥 を葉面散布す る必要があ る。

・全部 落葉 してい るが、樹勢 が強い樹で は、秋肥 は施用せず、春の発芽 を見てか ら基準 の半量程度

を分 地す る方法が好 ま しい。

・被害 が中程度(50%程 度落葉)で 、樹勢が弱 く根腐れ も心配 される樹 では、秋肥 は施用せ ず、春

肥 は翌春 の樹の状態 を観察 してか ら追肥 と して施用す るが、発芽後、状況 によっては液肥 の葉面

散布 をす るこ とも効果的である。

・被害 が中程度(50%程 度落葉)で 、樹勢が軽 く根腐れの心配がない樹 では、秋肥 の施用 は半畳 と

してそれを分施す る。春肥 は基準 どお り施用す る。

・被害 が軽程 度(30%程 度}客葉)で 、樹勢が極端 に弱 ってい ない樹 では、基準 どお り施用す る。

③ 病害 虫防除

・樹体 、枝葉の損傷等、病 原菌侵入傷 口が数多 くあ り、 また、樹体 の衰弱が見 られ病害虫発 生の危

険性 が高 いので 防除 を徹底 する。

(2)カ ンキツ

① 出荷対策

・台風通過後、出荷 時に腐敗果 の混入が予想 され るので、十分 な腐敗防止が必要。

・樹上 での果実腐敗 はかい よう病の原因 となるので、肉眼で選 別で きる傷果 は摘果す る。

・殺菌剤 の散布(ト ップジ ンM水 和剤2 ,000倍 等)。

・晩 白柚(施 設 ・露地)は 、高 品質果実の確保 がポ イン トになる。

※傷果の点検及 び摘果

※病害虫防除の徹 底 と健全果への再袋掛 けに よる果実 の高品質化(晩 白杣)
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② 病虫害対策

・かい よう病に弱 いので、被害が軽 くて も直 ちに防除のために銅水和剤 、 ス トレプ トマイ シン剤、

銅 ・カス ガマ インン剤等 の散布 を行 う。 また、落葉程度の軽 い園にお いて もマ シン油乳剤 は春先

に散布 するのが好 ましい。

・収穫が見込 まれる園では、傷果が多いので腐敗防止のためにべ ノ ミル剤(商 品名:ベ ンレー ト水

和剤)、 チオ ファネー ト剤(商 品名:ト ノブジ ンM水 和剤)、 イ ミノ クタジ ン酢酸塩剤(商 品名:

ベ フラン液剤)等 の散布 を行 う。

・カメムシの発生 に注意す る。

・発芽前 のかい よう病防除 にボル ドー液 を使用す る場合は、マ シン油乳 剤 との近接 散布は しない方

が安全であ る。

ド　 ヒセ　 ル 　1、塾ノ 男 疋

【被害が甚だ しい樹 】

剪定 を行わず、春 芽が伸長 して展葉、緑化 してか ら枯れ枝 のみを剪定 する。結果 量が少 な く夏枝

及 び秋枝が発生す る場 合、展 葉や緑化促進のため遅伸び しない程度 に窒 素含量 の多い液肥 を葉面散

布す る。

【被害が 中程度の樹 】

春芽 の伸長や着蕾 の状態 を観 察 してか ら、摘蕾 ・摘花を行 い、樹勢 を回復 させ るため原則 として

剪定 は行わ ない。

【被害が軽い樹 】

被害前の管理 もよく樹勢が 良好 と観察 される場合 は、着花 を予想 して通常の剪定 を行 う。樹勢が

弱い樹 は、剪定を軽 めに行 った方が無難で、それ以後は根の生育 を促進す るような土壌管理(例 え

ば、有機質 に富んだ十の施用等)が 必要 と思われ る。

(3)ナ シ

⑦ 出荷対策

・落下 した果実は早急 に拾 い集 め、傷の程度に よって選別 し、その内、生 食が可能 な果実は 、速や

か に出荷する。

・落下 した果実は放置す る と腐敗 して病害の発生源 になる恐れがあ るので処分す る。

② 着花対策

・落葉 に伴い、次年 度の花数 の減少が予想 される。 そのため、貯 蔵養分の確保が重要 となる。

・秋梢 が発生 した ら、液肥 を葉面散布 して新葉 の緑化 を促す。

・葉が な くなる と樹冠下の土壌が乾燥 しやすいので、灌水 と敷 きワラを行 う。

・お礼肥 の量 は半畳 を分施 し、春肥は基準通 り施用す る。

・落葉の被害が大 きい園で は貯蔵養分の確保が課題 となるので、今後 の栽培 管理 に注 意が必要(施

肥量、せん定等)。

_〃

7)花 き

(1)事 前対策

・定植直後で株 が小 さい場合 は、防風 ネッ トや寒冷紗等で被覆 して風害 を防 ぐ。

・豪雨 を伴 うことが多 いので排水対策 を行 う。

① トル コキキ ョウ

・マ ルチ栽培 の場合は、風 によ りすれや引 き抜 けの原因 となるので、マルチを しっか りと固定す る。

36

「



3.技 術 対 策

② カラー

・深水 に し、株の損傷 をで きるだけ防 ぐ。

(2)事 後対策

・直接 被覆 したネ ット、寒冷紗等は速や かに除去す る。

・病害 発生 防止の ため、付着 した泥を殺菌剤 で洗 い流す。

・少量 多回数の冠水 によ り、草勢の回復 を図る。

・株が回復 して きた ら、液肥 な どで生育 を促進す る。

① トル コキキ ョウ

・地際部の曲が りによ り、草丈の確保 が困難 と思 われ る場 合は、2番 花 まで摘み取 り草 丈の確保 に

努める。

② カラー

・主要産地 で台風後 に疫病 の発生が 見 られてお り注意 を図 る。

③ 宿根 カス ミソウ

・枝 折れ等 の被害が多 く出荷が見込めない場合 は、下か ら切 り戻 して枝 を仕立 て直す。但 し、この

場 合出荷期が年明け以降 となるので、加温施設が必要である。

④ バ ラ

・枝や葉が損傷 した り落葉 が激 しい場合 は、切 り戻 して枝 を仕立 て直す。.切り戻す場合 は、樹勢 の

回復を見 なが ら徐 々に行 う。

(3)塩 害 対策

① 圃場 は、湛水等 によ り除塩 を一.卜分行 う。(他 の作物に準 じる)

② 定植前 の土壌ECの 安全濃度 は土性、品 目、品種 によ り異 なるが0.6mS/cm以 下 を 目安 とす る。

③ 土壌 のECが やや高 く、や むな く作付 する場 合、生育初期 は濃 度障害 を受けやす いので灌水 を多

くし、土壌水分がやや高めの水管理 を行 う。

8)い ぐ さ

い ぐさ栽培 において台風上 陸の時期 は畑1苗 ・八月苗の状態

であ り、 本田植 え付 けの状態で はない。その中で も、その年

の冬 に植 え付 ける八月前にダ メージを受け る事が危惧 される

ので、 八月苗 に対す るダメー ジを少 な くす る ・土壌 中の過剰

塩分 の迅速 な除去が重 要である。

(1)事 前対策

海水 の流入 ・強風 に よる海水の飛散が予 想 される場合 に

は、事前 に圃場 を湛水状態 に してお くことで、土壌 中への

過剰 な塩分の吸着 を避 けるよ うとす るとともに、圃場 内に

溝切 り ・排水溝の整備 を行 う事で、被害後の湛水 に よる除

塩 作業 の効率化 を図る。

② 事後対策

1海 水 流入に よる被害田

① 八月苗床

苗床の除塩 を行うため に真水に よる苗床 の洗 い流 し

を継 続 して行 う。 また苗床が乾燥 して、塩分が土壌表
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面 に集積 しない ように十分注意する。

八 月苗が被害 を受 け本田用の苗が不足 する事が予想 される場合 には、本田植 え付 け時期 を遅 ら

せ、収 穫後の 「芽 だ し苗」 を使用 した り、畑苗が残っている場合 には迅速 に株分 けを行 い、被害

を受 けていない休 耕田に植 え付 ける等の苗確保 を行 う、,

② 本 田植え付 け予 定田

除塩 のために真水 による洗 い流 しを行 い、除塩 作物 としてイタリア ンライグラスやソルゴー な

どを播種 し、収穫物 は必ず 圃場外 に出す。

H高 波 による海水 の飛散 を浴 びた圃場につ いて

⑦ 八 月苗床

海水の飛沫 を浴 びた部分 が変色 して も新芽や地下部が健全 であれば回復可能 なので、苗床 に真

水 を頻繁 に入れ替えて乾燥 させ ない様 にさせ る。

また、苗不足が予想 される場合 には、前述の通 り苗の確保 を行 う。

② 本 田植 え付け予 定田

水稲 や緑肥作物 な ど海水 な どの飛沫 を浴びた作 物の残査 は圃場外 に出 して処分す る。

皿 塩類付着 による機械等の メンテナ ンス

① 海水流入 によ り機械 等が浸水 した場合

基本的 にメー カーに修理 を依頼す る。電子機械 部分等、詳 しい知識 を持 たない ものには手 を触

れない(感 電の恐 れがあ るため)。

② 海水飛散 によ り塩類が付 着 した場合

防水が出来てい るもの(ト ラクター ・八一ベス タ等)に つ いては、真水 によ り洗浄 を行 う。た

だ し、排気口 ・メー ター等 は極力水がかか らない ように し、固 く絞 った濡れ雑巾等で拭 き取 る程

度にす る。その他、電子部品 を用いた部分 な どは① と同様、 メーカー に修理 を依頼す る。

(3)管 理作業

① 収穫後休耕 してあ る本田跡 地の 「芽だ し苗」 を使用予定の ところは、施肥 と併せ てシ ンムシが防

除や除草作業 などの管理を行 う。

② 農舎(い ぐさ原茸倉庫)の 破損 のため、雨漏 りや横な ぐ りの雨 によ り原草(畳 表)が 濡れてい る

ところは、退色 を少 しで も抑 えるため に速やかに乾燥 させ 、水濡れの状態 を把握 し区分す る。

③ 転作 田に播種 した ミレ ッ ト等が出穂 している圃場で、瓦や ガラスな どが散乱 して鋤 き混みが 出来

ない圃場 は、 ミレッ ト等の穂 の部分だけで も刈 り払い、刈 り払 った部分 を圃場外 に出 し焼却す るも

し くは堆肥化す る。その後、瓦やガラス などを取 り除いた後 に鋤 き混み を行 う。

9)除 塩 後 の作 付 け に伴 う注 意 事 項

(4)土 づ くり、肥培管理対策(各 作物共通)

塩 害被 災後、除塩 のための湛 ・排水 の繰 り返 しや客土の施工等 によ り、ニヒ壌 にお いては被災前 に比

べ地力が低下 してい ると考え られる。早急 に地力回復 を図るため、以下の点 に留意 した土づ くり、肥

培管理対策 を講 じる。

① 客土 田におけ る土づ くり対 策

客土資材 は地力の低い山上 等の土壌であ るため、客土を施工 した圃場 においては、良質の堆 きゅ

う肥の施用(9t程 度/10a)に 努め る とともに、土壌pHを 確認 しなが ら、炭 カル、 ケイカル、 ケ イ

鉄、 よう りん等 の土壌改良資材 によって養分補給 を行 う。(施 用量 について は各作物 の施用基準 の

2～3割 増 しとす る。高pHの 場合 はアルカ リ資材は使用 しない〉。特 に、 園芸作 等、比較 的土壌 条
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3.技 術 対 策

件に敏 感な作物 につ いて は、土壌診断 に基づいた適正 な施肥管理 を行 う。

また、粘質な客土材や大型重機 による透水性 の悪化が想定 される圃場 につ いては、弾丸暗 きょや

心土破 砕等の排水対策 を講 じる必要 もある。

② 土壌 診断の徹底

塩害及び除塩作業 によ り土壌中の養分バ ランスが悪化 して いるこ とが懸念 され る。特 に、野菜等

の園芸作の場 合、土壌養分が収量 ・品質 に及ぼす 影響が大 きいため、土壌診断 を実施 し適正な土壌

養分の管理を行 う。肥培管理 について は、作物 にス トレスの少 ない緩効性肥料の 利用や少量分施に

よる施肥が考え られる。

③ 除塩 に伴 う土壌 のアルカ リ化対策(図1参 照)

除塩の進行 に伴い、 一部 の土壌 でpHの 上昇が見 られる。原因 はナ トリウムの残存 と考 え られる

が、 除塩対策 に よってpHの 改 善が見 られず酸度矯正が必 要な土壌 につい ては、 イオ ウによる中和

が適 当と考え られる。

小 川町の高pH土 壌[pH(H、O)=8.1コ を用いた室内試験 の結果、土壌pH(H,0)の 低下 目標 を0.5～0.

7に 設定 した場合 、そのため の必要 イオウ量は10a当 た り50kgと なる。(詳 細 は次ペ ー ジ参照)

④ 梅雨時期の降雨 の利用

塩害土壌 の除塩 につ いて は、水 による洗い流 しが最 も効果的で ある。本県の降雨量 を見る と平年

年間 降水量約2000mmの うち約4割 の785㎜ が梅雨時期 に集 中 している。

(昨年10月 ～今年4月 の降水量440㎜:熊 本市)

特 に施設園芸 の場合、梅雨時期の降雨 を積極 的に活用す ることを考 えるべ きで ある。 その場合、

圃場周辺の排水対 策を充分 に考慮する。

⑤ 夏:期の圃場(水 田)管 理

塩害 を受けた圃場 では、下層か らの塩 分の上昇 を避 けるため極力乾燥 を避け る。不作付 け水 田に

おい ては水張 り管理が望 ましいが、湛水 で きない圃場 について は、土 を耕起 し土壌 の毛細管 を絶つ

こ とで塩分の上昇 を抑制す ることがで きる。

図1塩 害後高pH土 壌の硫 酸に よる酸度矯正試験(H12・5・17)
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*土 壌 は小川 町の圃場か ら採取

添加 した1/2規 定硫酸1in(は イオウ(S)40kg/10a/10cmに 相 当する。

塩害被 災前 のpHは 不 明、分析時pH(H20):8.07

試験方法=1:5の 土壌 溶液に1/2規 定硫酸 を添加 した後、1時 間の振 トウを

行 ってpH測 定。(一 部 を1日 静萱後測 定)

[イ オウによる土壌pH矯 正 の留 意点]

室 内試験 の結果 では、S(イ オウ)10kg/loa/10cmで 土壌pH(H20)が0.25～0.3低'ド す る。実際の圃場

(解放系)で は室内試験(閉 鎖系)ほ どのpH低.ド は期待で きない と考え られるため、圃場 において は約半

分の効果 を期待 する もの とする。

イオウ10kg/10a/10cmでpH(H_0)を0.1～0,15低 下 させ る こととし、 散布の 目安 と して、 イオウ50kg

/10a/10cmでpH(H-O>を0.5～0.7低 下 を目標 とす る。

ただ し、多量 の散布 は土壌 のECを 高める ことか ら、散布上 限量 を50kg…10aと す る。

この際、使用資材 の イオウ含イ∫量 を確 認 して施用 量を決定す る。 また、 反応 が落 ち着 くまで最低20目

(適 当な土壌水分状態 の場合 、乾燥 状態で は反応が遅 い)を 要す るため、早 めに散布 し、散布後 はす ぐに

土壌 と十分混和 する ようにす る。
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6.被 害体験と優良対応策の紹介

⑤ 撒 轍 鮒鹸㈲
1)稲 田勝 也 さん(30歳 竜 北 町 若 洲)

台風前 に作付 していたキ ャベ ツ(1.3ha)と 水稲(3.1haの うち2ha)が 収穫 皆無

ゾ 』 とな りま した。 その後 、塩害調査 で濃度 がそん なには高 くなか ったので、 イグサ

鴛 ・`..'燭(1.9h・)・ バ レ …(…h・)を 作 付 け ま し た ・ ・ 場 ・・海 水 が 流 入 ・ た ・ ・ 籐

濃度が高 くなかったのは、海水 が表面 を流 れてい っただ けだか らではないで しょう

か。

当時の状況 として は、小屋 は瓦が飛んで、堤 防か らlm程 水位 が越 えて住宅 も50

程浸水 しま した。そのため、織機 ・選別機等の整備 が必要 とな り、か な り時 間 と費用 がかか りま した。

その中で も一・番 きつ かった ことは、農業用水 を確保で きなかったことです。今後 の行政 に望 むことは、

貯水池 ・地下水 が利 用で きな くなった時で も農業用 水 を確保 で きるよ うにパ イプ ライ ンを作 ってもらい

たいです。 また、堤 防のか さ上 げは、早急 に行ってほ しいです。

また、 同 じ地域 で も被害 の程度 はまちまちで したが、地域住民が協力 し合 って復 旧作業がで きたのは

うれ しか ったです。 現在 は塩害 を受けた事 による大 きな不安 はあ りませ ん。

4
2)迫 田祥 寛 さん(33歳 竜 北町大 野)

、...今 回の台風によりナシ 「新高」の果実がほとん ど落ちて しまう被害を受けました
・.㌧

ノ が
、被害 はその年 だけで終わ らない ことが、 しば らくしてはっ きりしま した。

血
梨の主要品種の ひ とつ に 「豊水」 があ りますが、私 の園で は全 ナシ園面積160a

噸7の うち・この 「豊水」が52a砧 めています・「豊水」 は辮 前から9月 に鄭 落
ちて しまう異常落葉現象が竜北 町のかな りのナシ園 でみ られて いま した。私の園で之適 紅.

もこの年 には落葉が ひど く、台風が来る前 までにす でに3～5割 程落葉 してい ま し

た。 それに加 えて今回の台風の強風 によ り葉が完全 に吹 き飛 んで しまいま した。「豊水」 は元 来芽が吹

きやす い性質があ りますが、完全 に葉が無 くなった ことと、台風後気温の高い 日が続いたため に、10月

の中旬 頃か らいっせ いに花が咲 き、ナ シ園一面が真 っ白にな り、つづいて11月 には新芽が伸 び出 して、

こん どはうす緑色 に変わ り、 その新葉はユ2月の終 わ りになってや っと紅葉 して落葉 しました。

この ようなことは今 まで経験 した ことがあ りませ んで したが、ただ翌年の花芽が無 くなって しまった

ことは明 らかで した。 そ して翌年樹 に着果が無ければ、

樹の勢いが強 くな り過 ぎて、翌年以降 も花芽が着か ない

状態に なることが とて も心配で した。ナ シはいったん樹

体 の栄養バ ランスが崩れて しまえば、元の状態の戻 す こ

とは とて も難 しいのです。そ こで、 この影響 を少 しで も

軽 くす るために花芽接 ぎを試 みま した。

私は接 木の内容 は次の とお りです。

・穂水 は農協 な どを通 して約40kgを 入手 した

・秋 と春に、あわせ て約13,000穂 を接 いだ

・接 木は剪定 ・誘引後 に実施 した

・側枝 に腹接 ぎをかけた(切 り接 ぎは していない)

、羅 薙.…

トンネ ル豊 水

(平成11年10月26日)

」 」



・穂 木は前 の 日の夜 に削 って準備 しておいた

・そのため1日 に800～1 ,000穂 接 ぐことがで きた(通

常1日300穂 程度)

・1樹あた り250～300穂 をめやす に接いだ

・芽以外の部分 はテー プで しっか り巻いて穂 木の乾燥

防止 を図 った

接 木の成果 は現時点で はどの ようになるかわか りませ

んが 、着 いた花 には何回 も受粉 した り、つ いた果実 は少

しくらい栗形 が悪 くて も着果 させ るように した り、肥料

も葉の色 を見 なが らや った りと、 当年の品質、収量 の確

保 よ りも、 まずは樹 を落 ち着かせ ることを第一 の 目標 に

して細かな管理 を心が けていきた いと思ってい ます。

や 、
/

》

識藁謙.ワ艘 騨
テ ープ によ る乾燥 防 止

幽

...」

なにしろ、冬 は剪定 な どで とて も忙 しい時期 ですが、今 回は台風が数時間来ただ けで、 いつ もの年 な

ら思い もよらなかった花芽接 ぎをす ることにな り、 たいへ んな苦労 をしま した。

なお、今回の深刻 な事態の ひとつの要因 とな りま した 「豊水」の異 常落葉現象 につい ては最近 になっ

て 「葉たんそ病」 とい う病気 によることがわか りま したので、今後試験研 究機 関な どに早 くその 防止対

策 を確 立 していただきます ようお願い します。

3)台 風 災 害 か ら立 ち 上 が るJAか あ ち ゃん 市 場

「JAか あちゃん市場」(国 道3号 線沿 い宮 原町早尾)は 、全壊 の被害を受 け ました。

「か あちゃん市場」 は、平成11年11月 に現在地 に新築移転 し、連Ei400か ら500人 の買 い物 客で賑 わい レ

ジの前には行列が 出来て いま した。 この問題解消 のため、

7月 に店舗増築 に併せてパ ソコ ンを導入、バー コー ドで精

算で きる ように投資 を した2ヶ 月後 に何 もか も壊れて しま

い、再起が で きるか心配 され ま した。

しか し、11月 には台風 にも安全 な鉄筋 コ ンク リー ト造 り

で再 度新築 し、 オー プ ンにこぎつけ ました。最初の3号 線

移転 時には、慣れ ない土地交渉や資金繰 り計画が大変で時

間が かか りま したが、2回 目の結論 はあっとい う間で、周

りの 人たちを驚かせ ま した。台風被害 にうちひ しがれる農

家 ばか りで したが、かあち ゃん市場 の女性達の力強い立ち

上が りに勇気づ けられ ました。一___

『/これは、会員が消費者への直売活動で確かな手応えを感
/.'

じて きたため と思 われ ます 。

「JAか あちゃん市場」 は、JA八 代管 内の宮原、東陽、

泉の三地域 のJA女 性部員140人 が、自家菜園の野菜 ・花 ・

茶 ・加工品等 を持ち寄って販売 している直売所 です。 当初

は、家庭菜園野菜の余剰対 策で始め ま したが、現 在では農

家経営の中で も主要な位置 を占め る農家 も多 く地域活性化

と女性 部組織 強化に貢献 しています。

輪 講
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被害体験と優良対応策の紹介

経過 S61

H5

Hll

H11

Hll

H11

各 支部 で無 人市場 開始

JAか あちゃん市場(会 員80名)開 始2店 舗

2店 舗 を統合 し、かあ ちゃん市場 国道3号 線 に移転

(7月)売 場増築、パ ソコンとバー コー ド導 入で能率 向上

JA宮 原支所加工場設置

(9月)台 風 で全壊

(11月)鉄 筋 の店舗 を新築 して オープ ン、災害保険加入

4)特 産 品 づ く りの 第1歩 を 踏 み 出 す 。

竜北 町の生活改善 グループ連絡協議会 では、台風18号 で落果 な どの被害が 出たナ シ 「新高」 をジャム

や焼 き肉のタレ等 に加工 し、新 たな特産 品の掘 り起 こしを行 い ました。

10月4日 、5日 の両 日竜北町農産加工研修セ ンターで約10人 が約170個 の落果 ナ シを使い、 ジャム700本 、

焼 き肉の タレ300本 を作 りま した。

竜北 町では、約94haの ナ シ園の うち約700cの 被害 が見込 まれ、大半が廃 棄処分の予 定で した。農業改

良普及 セ ンターでは、関係機 関の連携の もと、台風 対策 と町の特産品づ くりをね らい、JAや つ しろ吉

野支所 の協力で糖 度10度 以上 のナシで加工品の試作 に取 り

組み ました。

新 しく建設 された竜北 町農産加工研修所 で は、初めての

大量加工 で台風被害対策 を進めなが らの加工活動 で したが、

女性パ ワーで製品化 が実現 しま した。

竜北1町で は、 この後町内に女性 グルー プの ミニ加工場が

新設、 また町内に9つ の加工 グルー プが誕生 して、農産加

工 グループ連絡協議会が結成 され るなど新たな女性起業活

動が始 まってい ます。
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5)ト ラ クタ ーウ ィンチ 式弾丸 暗渠 装置 を考 案!

山口邦鉱さん、隆博 さん(竜 北町若洲)

塩害 に伴 う除塩対策の一つに弾丸暗渠やサブソイラーを用いる方

法があ りますが、ハウス内などの狭い場所では使用が困難です。イ
レ

鞠
チ ゴは最 も塩 分 に弱い作物 で ある ことか ら、早急 な除塩対 策が必 要

とされ ま した。そ こで牽引 トラ クター が入 らないハ ウス内な どの溝

や畝に暗渠排水 をす るための装 置を考案 しま した。

」 この弾丸暗渠 は トラ クター用 ウ ィンチ、 ロー タリー を改造 した3

点 りンク脱着式 ウィ ンチ で、① 溝 、通路 用1連 式 ② 高畝底 用2連

式の2通 りを開発 しました。

ウィンチを トラクターの3点 りンク脱着式動力 トラクターPTOよ り取 り、 ウィンチの巻 き取 りを横

お よび後 方に行 うことがで き、 トラ クターを駐車 したまま暗渠排水装置 を移動 させる ことがで きます。

持ち運 びがで きるため、狭い溝 や通路 に利用 できます。 また2連 式 は畝間及び両畝 の芯 に弾丸暗渠 を引
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くことが で きます。

(材 料)

1.小 型 ロ ー タ リー(ト ラ ク タ ー 用)の ミ ッ シ ョ ン部 分

1台

2.い 草 画 切 り機 の ボ デ ィ 部 分

3.軽 トラ ッ ク 板 ス プ リ ン グ

4.5㎜ ワ イ ヤ ー110m(長 さ は 自 由)

毯ミ:響…1.:.

:r∴1蟻.燃響 貞.

酵!
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7,被 災からの復旧

② 搬から御
爺鐘墜 普及 セ ンターで は、市町村役場 、JA等 の関係機 関と連携 を強め、被害調査、復 旧技術指導、土

壌塩 分濃度調査及 び除塩対策指導会等 を実施 して きた。

特 に土壌塩分濃度調査 回数 は、鏡 町、竜北 町 ともに平成11年9月 、10月 、11月 、12月 、平成12年3月 、

4月 、11月 の計7回 で ある。延 べ分析点数 は5,000点 以上 、実 分析 圃場数 は1,443圃 場 にな る。除塩対策 の

効果が見 られた圃場か ら随時作付 けの指導を行 い、作物の作付けが可能 にな るまで土壌分析 、除塩指導 を

お こなって きた。

また塩害対策における関係機関 の連携 を図 るために除塩対策推進会議 を18回 、被害農家 への除塩対 策 ・

作物栽培指導 を約40回 開催 した。

農業者、町、JA、 県 関係機関 の除塩対策お よび除塩対策指導 によ り、4月 末現在 の作 付け可 能な面積

は、鏡町1ha、 竜北 町673haま で作物 栽培 が可能 となった。 これに よ り平成12年 の水稲 作付 けは、 ほ とん

どの圃場にて可能 となった。

塩分濃度別 に見た圃場数の変遷

栽培が可能な塩素濃度
255075100m

イチゴ 露地 水稲

メロン 野菜 麦

い草

土壌100g中 の塩素量

160

圃140

数 ・・

被害直後塩素濃度別の圃場数
(2町合計)

塩素濃度(mg1100g土)

※簡易指標 を普及 センターにて設置

1.醜 き

塩900800

素700
600

500

400

1§i
o

10月11月12月3月

除 塩 対 策 の 効 果 事 例(平 成11年 ～12年)

1400

1200

1000

800

600

400

200

0

濃度別面場数の推移

(2町合計)

9月10月11月12月3月4月11月

平成11年 平成12年
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作物栽培 が可 能 となった圃場か ら随時、麦、い ぐさ、キ ャベツ、バ レイシ ョな どが作付 け され、作物 の

生育 は順調で無事 に収穫 を迎 えた。
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今 回の塩害 によって、 イチ ゴや メロ ンは、耐塩性 に乏 しい傾向が顕著 に見 られ た。

従 って次回作付 けに合わせ た暗渠導入、湛水除塩 、高設栽培導入(イ チゴ)、 などの対策 を農閑期 に行 っ

てい くこ とが重要である ことが実証 された。

また土壌塩分が低濃度であって も、夏の高温や土壌 乾燥 等によ り塩分が濃縮 され、予期せぬ生育障害が

起 こる可能性があ るため、長期 的な除塩対策が必要 とされた。

〃



平 成13年3月 発 行

発 行 人 熊 本 県 八 代 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー

〒866-8555八 代 市 西 片 町1660

TEL.(0965)33-3111

印 刷 コ ロ ニー 印 刷

〒860-0051熊 本 市 二 本 木3丁 印2-37

TEL.(096)353-1291

【平成11年 度】

所長=矢 住 正子遜
係長:吉 村 涼子

参 事;江 口 啓子

技 師:中 村 祥子

才支自而:春 崎 聖一

嘱託=稲 毛 規子

主幹(兼 副所 長):大 澤 一 史

璽
係長:林 田 長幸

参事:田 上由美子

主枝;吉 田美智代

技師:古 閑 邦明

喪
係長=後 藤 文雄

参事;堺 富志男

主技:高 木 宏臣

主枝:清 永 徹

團
係長:瀬 戸 口幸 一

参事=上 野 治 夫

主枝=高 濱 純雄

主枝:吉 島 豊喜

主枝 二奥山 美保

1.喋鯉
係長1森 崎 和義

参事=渕 上 国弘

技師:澤 田 倫平

技師:下 田敬太郎

【平成12年 度】

所長=大 澤一 史

魎
係 長:西 島 文教

参 事:江 口 啓子

技 師:春 崎 聖一

副所長;吉 村 涼子

亜
係 長=林 田 長 幸

参 事=田 上 由美 子

技 師:本 田 清裕

嘱 託=稲 毛 規子

笹
係長:西 野

参事1中 村

主枝=清 永

主枝1森

征朗

洋一

徹

和彦

璽
係長:瀬 戸 口幸 一

参事;上 野 治 夫

主技:高 濱 純 雄

主枝1吉 島 豊喜

主枝=村 上 尚穂

主枝=奥 山 美保

匪
係長=渕 上 国弘

参事:合 志 善隆

技師=中 村 祥子

技師:下 田敬太郎

7
」



騒
イ ほ げ

審 夢

解

,

一

一 ト。 辞 職 〉 海 贈 罫

◎ O O N




